平成２６年度通常総会及び第1回勉強会
日時：　　平成２６年６月２２日(日)　　１３：００ 　～　１７：３０

場所：　　東京慈恵会医科大学高木２号館南講堂　 (東京都港区西新橋3-25-8）　http://www.jikei.ac.jp/univ/access_s.html
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
通常総会　　１３：００　～　１３：５０
１．議長、記録係、議事録署名人の選出
２．総会成立条件確認
３．理事長挨拶
議題：
第１号議案　平成２５年度事業報告及び決算報告書承認の件
第２号議案　平成２５年度事業計画及び予算書承認の件
第３号議案　新役員選出承認の件
報告：
１．財務・運営等について
２．その他
第１回勉強会　｢個人線量測定と線量の教育について｣　１４：００～１７：３０
趣旨：　前回勉強会の討論のなかで福島の被災地における個人線量の計測が話題となり、放射線教育の課題として線量に関わる教育を取り上げることが要望されました。高等学校の教科「物理基礎」では線量単位の学習が指導されていますが、線量に関わる学習内容は放射線影響・防護の学習とともに専門性が強く、先生方への支援が求められている領域です。個人線量計等の展示ブースを設置し、線量測定に関わる様々な技術情報を交換する場としても役立てたいと考えています。これらを通して線量に関わる教育の改善に向けた議論の糸口を探りたいと考えています。
主催：  NPO法人放射線教育フォーラム
共催：  NPO法人放射線安全フォーラム

東京慈恵会医科大学 ラジオアイソトープ実験研究施設
参加費：　1000円（資料代）　　　懇親会参加費：　1500円
14:00　挨拶　　　　放射線教育フォーラム理事長　　　　　　　      　　長谷川　圀彦
14:05　講演１　　　個人線量計を用いた広範囲線量分布把握
　　　　　　　　　　福島県立福島高校 　　　　　　　　　　　　　原　尚志
14:35　講演２　　　グレイとシーベルトの意味を基から考える 
ＮＰＯ法人放射線安全フォーラム　　　 　　　　 　　多田　順一郎
15:25　コメント　　線量を理科学習の中に適切に位置づけるために
　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人放射線教育フォーラム　　　　　　 田中　隆一
(休憩15分)
16:00　技術紹介　　個人線量計の教育利用について
㈱千代田テクノル、日立アロカメディカル(株)
㈱堀場製作所、㈱アンビエント
なお、上記4社に加え、会員戸田一郎氏、富士電機㈱、日本環境モニタリング㈱の機器を展示いたします。
16:40　総合討論
17:30　閉会
17:45　懇親会（～19:30）　東京慈恵会医科大学 中央棟8階会議室1&2　　
　　　　　　　　　　　

勉強会への参加申込

次のフォーマットを利用して申し込みください。

申し込み締め切りは６月１３日（金）です。
以下を copy & paste して　forum@ref.or.jp　に送信してください。
**********************************************************************
ＮＰＯ放射線教育フォーラム勉強会（６月２２日）に出席を希望します。
勉強会に参加　氏名（ふりかな：　　　　　）：
懇親会に参加　氏名（ふりかな：　　　　　）：
連絡先：
●会員の種類　　　：　会員、　　　会員外
●所属(元職も可)　：　
**********************************************************************
お問い合わせ先：放射線教育フォーラム事務所　TEL:03-3843-1070   FAX:03-3843-1080
勉強会の講演要旨
講演１　「個人線量計を用いた広範囲線量分布把握」

　　　　　　　　原　尚志　　福島県立福島高校
福島高校では生徒の課題研究として、福島県内の高校生と国内海外の高校生の個人線量を調査するプロジェクトにとりくむ。同時に、学校や生徒の自宅周辺の線量マップの作成もお願いし、個人線量・空間線量の比較を試みる。調査には県内６校、県外６校が参加予定である。秋には海外の学校にも依頼する。

講演２　「グレイとシーベルトの意味を基本から考える」

多田　順一郎　　ＮＰＯ法人放射線安全フォーラム　　　　 　　
グレイを単位とする吸収線量がどのような物理現象を表現しているかを説明し、放射線の“線質”の意味についてお話します。そして、ICRPが2007年勧告で再定義した シーベルトを単位とする実効線量の意味と用途と使用上の注意を解説します。最後に、放射性セシウム汚染から受けるγ線では、空間線量率から評価される実効線量と、個人線量計で測定される実効線量の値が乖離する理由を説明します。
コメント　「線量を理科学習の中に適切に位置づけるために」

　　　　　　　　　　　田中　隆一　　ＮＰＯ法人放射線教育フォーラム　　　　　　 
「線量」が放射線学習における交差点のような重要性をもつに至ったのは、福島原発事故の影響によるところが大きいが、事故前に「放射線の性質と利用」や「安全性」の扱いが学習指導に登場した時点において線量理解の重要性はすでに予期されていた。ここでは、長期的視野で理科学習のなかに放射線を位置づけるために、線量と密接な関わりをもつ学習キーワードの理解の問題点をグレイという単位の扱いも含めていくつか指摘させていただく。
勉強会の技術紹介「個人線量測定と線量の教育について」
測定器メーカーからの情報提供
㈱千代田テクノル　　谷口　和史
弊社は医療施設、ＲＩ施設、原子力施設等に様々な放射線計測器や防護資機材などを提供している企業です。本日は学校教育現場で活用可能な機材を紹介します。
１．Ｄ－シャトル（軽量・小型電子式個人線量計）による線量測定サービス
福島高等学校原尚志先生にご利用いただいているＤ－シャトルについて、使用実績（現在まで福島県内で約１２，０００台）、基本特性（エネルギー特性、方向特性等）、パソコン表示事例などを紹介します。
２．アルファちゃん、ベータちゃん
ガンマ線用の教育用サーベイメータとして「はかるくん」が有名ですが、アルファ線用、ベータ線用としてそれぞれ「アルファちゃん」、「ベータちゃん」を提供しています。
３．遮へい実習装置、汚染測定実習装置
弊社では顧客ニーズに応じてさまざまな実習装置を製作し供給してきました。電力事業者の研修施設に納入した装置を紹介します。学校教育現場に適した装置について、是非、ご相談下さい。
問い合せ先：(株)千代田テクノル　営業統括本部
　　　　　〒113-8681　東京都文京区湯島1-7-12　千代田御茶の水ビル
　　　　　TEL/03-3816-1163、FAX/03-5840-6038
ホームページ（http://www.c-technol.co.jp）からもお問合せが可能なのでご利用下さい。
　　　　　　　
日立アロカメディカル㈱　　尾﨑　則仁
弊社は放射線測定器の専門メーカとして、1950年からＧＭサーベイメータをはじめ、各種サーベイメータ、電子式個人線量計、さらには液体シンチレーションシステム等の分析機器を開発し、多くの放射線取扱施設や、大学、原子力施設、そして官公庁の測定にご利用頂きました。放射線教育分野では、大学や専門学校の学生実習用機器にも利用されてきました。電子式個人線量計は1990年に独自に、ＰＤＭ－102を開発しご愛顧頂いてきましたが、昨今の履歴の記録の要望にお応えすると共に、高感度化を図った新製品ＰＤＭ－501を発売いたしました。ＰＤＭ－501は0.01μＳｖから表示可能ですので低線量下での放射線変化を記録可能です。また、読み取り装置により、任意の時間間隔で取得した線量記録を、簡単な操作でＰＣに取りこみ、ＣＳＶファイルでの保管が可能です。会場では、これらを中心に放射線教育に利用可能な各種放射線機器の紹介と実演を行います。
問い合せ先：日立アロカメディカル株式会社　計測システム営業部　特機営業課　
〒181-8622　東京都三鷹市牟礼6-22-1　
TEL/0422-45-5131　FAX/0422-45-5704
㈱堀場製作所　　渡辺　崇
Radi（ﾗﾃﾞｨ）PA-1100のマッピング機能を使った授業例をご紹介させて頂きます。
問い合せ先：株式会社　堀場製作所　福島セールスオフィス　渡辺　崇
〒960-8035　福島市本町5-5　9F　
TEL/024-521-5195　FAX/024-521-5197
E-mail　takashi.watanabe@horiba.com
㈱アンビエント　　渡邊　宏
日本で30,000台の販売実績を有し、チェルノブイリ原発事故で使われている、世界80カ国の輸出実績を誇る放射線測定器ブランド「ECOTEST(エコテスト)」の説明・導入実績等を紹介します。
問い合せ先：株式会社　アンビエント　営業部　
〒103-0007　東京都中央区日本橋浜町　2-6-1　浜松パルクビル　3F 
TEL/03-5643-9555　FAX/03-5643-9556
